
  

水環境健全性指標にみる水環境健全性指標にみる
生き物指標生き物指標

東京都環境局東京都環境局

風間真理風間真理



  

水環境健全性指標とは水環境健全性指標とは



  

環境省調査事業



  

［水質環境⇒　水環境］への［水質環境⇒　水環境］への
健全さ健全さののものさしものさし

【目的】行政とＮＰＯ等が活用できる指標
　　　　（活動成果の反映、行政施策の立案への活用）
【対象】水域および流域
【構成要素】　幅広い観点からの総合評価
　水質・水量・水生生物・水辺景観からみた水環境、
　及び地域・歴史・文化など人文・社会学的な水環境
　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒人々の満足感も表現

　わかりやすく、使いやすく、継続的に利用されるもの



  



  



  

これらの要素が、その地域ごとの水環境の性格や特これらの要素が、その地域ごとの水環境の性格や特
徴に応じて健全に保たれることで、良好な水環境を実徴に応じて健全に保たれることで、良好な水環境を実
感できる。感できる。

・自然環境と人間活動のバランスを見ている。
・水の循環、流域の概念を重要視している。
・その場所ごとにふさわしい“水環境”があり、
“全ての視点で満点”が望ましいとは限らない。

自然環境

人間活動

自然なすがた

ゆたかな生物

水の利用可能性快適な水辺

地域とのつながり

【水環境の評価軸】
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⇒　生き物の生息状況を　すみ場の多様さで見ている

何らかの欠格理由　要因さがしが　川の特徴把握に結びつく。



  



  

下流から羽村堰をみる（東京都：多摩川）下流から羽村堰をみる（東京都：多摩川）



  

【5】 【4】 【3】 【2】 【1】
No. 個別指標 調査項目 生物が豊かな水環境 ←-→ 生物が生息できる水環境 ←-→ 生物が生息しにくい水

環境

【特記事項】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均点　　３．６

川原・水際の
状況

鳥類・小動物
等のすみ場、
生息状況

魚 類 の す み
場、生息状況

川底の様子と
底生生物

底生生物（指標生
物）

きたない
水に生息
する指標
生物が多
く生息

大変きたない水に生息
する指標生物が多く生
息

4

カワゲラ、トビケラ類
に混じりヒルやイトミ
ミズなども生息してい
る。

5’
きれいな水に生息する
指標生物が多く生息

←-→
少しきたない水に生息す
る指標生物が多く生息

浅瀬と深い所が適度に
あり、さらに、漁協に
よる産卵場も設けてあ
る。

5 川底の様子

川底に浮き石があり、
うっすら褐色の藻類
（主にケイ藻）がつい
ている

←-→
川底の石の表面に藻類が
繁殖し、ぬるぬるしてい
る

←-→

川底の石の裏が黒く
なっていたり、川底が
泥で黒くなり腐敗臭が
する

3

堰下橋下流は、樋水管
から処理水が流入する
とともに水流が穏やか
なため石の表面がぬる
ぬるしている。

魚類のすみ場が複数存在
する。複数の魚種が確認
できる

←-→
魚類のすみ場が無い。
魚類を確認できない 44

魚類のすみ場、生
息状況

魚類のすみ場が多数存
在する。または多くの
魚種を確認できる。

←-→

調査地点では、洪水が
なかったため、クレソ
ンやツルヨシが生えて
いる。

3
鳥類・小動物等の
すみ場、生息状況

鳥類等のすみ場が多数
存在する。または、多
数の鳥類を確認できる

←-→
鳥類等のすみ場が複数存
在する。または、複数の
鳥類を確認できる

←-→
鳥類のすみ場が無い。
または、鳥類を確認で
きない

4
河原と草原があるので
いつでも数種の野鳥を
みることができる。

3
開けた場所ではある
が、普段、人が入らな
い河原、草場がある。

2

水生植物および水
辺の植物（沈水、
抽水、川原及び水
際線）

水辺または水中に植物
が多種、連続的に繁茂
している

←-→

水辺または水中のところ
どころに数種の植物を確
認できる。または植物の
種類が単調である

←-→
水辺にも水中にも植物
は存在していない 4

得点 備考（判定理由等）

1
川の周囲のす
み場

川の周囲のすみ場
多くの多様なすみ場が
存在している

←-→
複数の種類のすみ場がと
ころどころにある

←-→
人工物ばかりですみ場
は存在していない

【ゆたかな生物】【ゆたかな生物】

多摩川・羽村堰　　はむら自然友の会調査結果より



  

生き物の把握生き物の把握

•生き物は名前がわからずとっつきにくい

⇒　生き物に目を見やることが意義あり

・生物種リスト？鳥・魚・植物・水生昆虫すべて
を知る人少なく、調査時に出会えるとは限ら
ない。

⇒すみ場の多様さを見る

　　　多様なすみ場⇒環境の質高い



  

水環境において生き物を見るということ水環境において生き物を見るということ

• 生き物は環境変化の積算値、環境総体を現す。
・　生き物へのさらなる理解←専門家との交流
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥、魚、植物・・・
• 環境の現状認識　⇒　環境変化の気づき
　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒変化要因の想定
・本来の生態系でなくなっているのは？
　　　⇒　人為影響？化学物質？乱獲？温暖化？

・・・水環境が身近になり、課題も見えてくる
　　　　　より良いまちづくりへ



  

０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ５ ３ 67 148 38

数字は魚類捕獲個体数



  

アユ出現とアンモニア濃度（神田川）アユ出現とアンモニア濃度（神田川）
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生態系サービス生態系サービス

鷲谷　自然保護（２００７）No499

人間活動を重要な要素として含む
生態系

生物多様性：生態系の健
全さを監視する指標

　環境変化の察知

　　：異常気象

　　汚染

　　生息環境の変質・・・

　

生態系の不健全化を未然
に防ぎ、自然の恵みともい
える生態系サービスを持
続可能な形で利用していく
ことが可能となる



  

今後のあり方今後のあり方

•生き物はそれ自体が守るべき対象

•市民レベルを含む生き物モニタリングの強化

•公表によって周知を図る

•環境基準項目の一項目への組み入れなど

　　法的根拠のあるしくみによる環境監視へ



  

♪生き物豊かな水辺に・・・♪

2007.4.30　上田市神川　ローマン橋下流


